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は
じ
め
に
～
間
題
の
所
在

　
現
代
と
は
、
人
間
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
い

う
こ
と
の
価
値
が
鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で
あ
る
。

　
こ
の
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
の
探
究
」
と
い
う
命
題
に
向
か

う
と
き
、
ま
ず
、
我
々
は
、
一
九
七
八
年
一
一
月
、
パ
リ
で
開
か

れ
た
ユ
ネ
ス
コ
の
第
二
〇
回
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
国
際
憲
章
」
の
塞
本
理
念
に
立
ち
返
る
こ
と
か
ら

始
め
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
こ
の
憲
章
が
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
史
的
画
期
を
な
す
も
の
」

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
第
一
条
に
「
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
実
践
は
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
基
本
的
権
利
で
あ
る
」
と
明
快

に
示
さ
れ
る
理
念
が
国
際
的
な
場
で
初
め
て
承
認
さ
れ
、
宣
言
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
す
べ
て
の
人
々
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権
利
を

有
す
る
、
す
な
わ
ち
「
権
利
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
理
念
。
こ
の

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
恩
想
的
基
盤
と
も
い
え
る
も
の
が
、
ユ
ネ
ス
コ

に
よ
る
憲
章
の
採
択
と
い
う
形
で
国
際
的
な
承
認
を
受
け
る
ま
で

の
過
程
に
は
、
同
じ
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
生
涯
教
育
の
提
唱
、
そ
し

て
、
”
西
”
ド
イ
ツ
の
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
プ
ラ
ン
」
に
代
表
さ
れ

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
の
推
進
と
蓄
積
（
こ
れ

に
先
立
つ
一
九
七
五
年
に
は
「
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ォ

ア
・
オ
ー
ル
憲
章
」
が
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
ス
ポ
ー
ツ
所
管
大
臣
会
議
に

お
い
て
採
択
さ
れ
て
い
る
）
が
あ
り
、
第
三
世
界
の
国
々
か
ら
の

様
々
な
提
起
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
世
界
史
的
段
階
を
迎
え
た
現
在
の
課
題
は
、
こ
の
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「
権
利
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
」
理
念
を
ど
の
よ
う
に
実
体
化
し
て

い
く
か
へ
と
移
っ
て
い
る
。

　
し
か
る
に
、
現
代
日
本
に
お
い
て
、
量
的
な
点
で
い
え
ぱ
、
ス

ポ
ー
ツ
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
社
会
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ほ
ど
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
。

　
総
理
府
「
体
カ
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
世
論
調
査
」
（
一
九
八

八
・
一
〇
）
よ
れ
ぱ
、
六
四
・
一
％
の
人
が
一
年
間
に
何
ら
か
の

形
で
運
動
一
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
、
そ
の
う
ち
の
四
一
・
一
％
の
人

が
週
一
回
以
上
の
頻
度
で
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
九
〇
』
の
「
種
目

別
年
間
参
加
人
口
」
の
項
を
見
る
と
、
体
操
（
器
具
を
使
わ
な
い

も
の
）
三
五
五
〇
万
人
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
三
四
四
〇
万
人
、
ジ
目
ギ

ン
グ
・
マ
ラ
ソ
ン
ニ
六
二
〇
万
人
、
水
泳
（
プ
ー
ル
）
二
四
一
〇

万
人
、
キ
ャ
ヅ
チ
ボ
ー
ル
・
野
球
二
三
九
〇
万
人
な
ど
、
二
〇
〇

〇
万
人
を
超
え
る
参
加
人
口
を
示
す
種
目
も
数
多
く
、
延
べ
に
す

れ
ば
何
億
と
い
う
人
々
が
年
間
に
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
計

算
に
な
る
。

　
一
方
、
権
利
の
実
現
と
い
う
面
を
見
れ
ぱ
、
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
そ
れ
を
支
え
る
条
件
整
備
（
法
的
描
置
、
施
設
建
設
．
運

営
、
指
導
者
の
配
置
・
育
成
、
等
）
が
、
公
共
都
門
に
よ
っ
て
は

か
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
戦
後
改
革
、
そ
し
て
、
そ
の
な

か
で
も
教
育
改
革
の
過
程
の
な
か
で
捲
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

社
会
教
育
法
、
特
に
、
同
法
第
三
条
の
理
念
が
よ
く
示
す
と
こ
ろ

　
＾
1
〕

で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
ス
ポ
ー
ツ
要
求
・
活
動
が
急
増
し
た
七
〇
年
代
、

「
社
会
的
共
同
消
費
手
段
」
（
宮
本
憲
一
）
の
範
醇
で
、
施
設
建
設

を
は
じ
め
と
す
る
諸
条
件
の
整
備
・
充
実
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ

る
政
策
・
行
政
の
目
標
に
掲
げ
ら
れ
、
実
践
・
運
動
の
上
で
も
最

重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
る
な
ど
「
権
利
と
し
て

の
ス
ポ
ー
ツ
」
理
念
の
実
体
化
へ
の
方
向
が
指
し
示
さ
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
八
○
年
代
以
降
、
そ
う
し
た
実
体
化
へ
の
流
れ
を
せ

き
止
め
る
か
の
よ
う
に
、
「
行
革
」
が
進
行
し
、
そ
の
結
果
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
の
面
で
の
「
公
」
の
部
分
は
縮
小
方
向
の
ベ
ク
ト
ル

を
、
一
方
、
「
畏
」
の
部
分
は
拡
大
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
を
内
包
す

る
に
及
ん
だ
。

　
そ
の
こ
と
が
、
九
〇
年
代
を
迎
え
た
今
日
、
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業

化
の
進
展
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
伸
長
と
い
う

形
を
と
っ
て
現
れ
、
そ
の
大
き
さ
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
ほ
ど

ま
で
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
七
月
に
は
、
「
生
涯
挙

習
の
振
興
の
た
め
の
施
策
の
推
進
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
法
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偉
L
が
施
行
さ
れ
、
同
じ
月
に
、
通
産
省
の
諮
間
機
関
で
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
産
業
研
究
会
が
「
報
告
書
」
を
公
表
し
た
が
、
こ
れ
ら
は

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
公
教
育
と
し
て
の
社
会
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
か
わ
っ
て
、
「
民
間
事
業
者
」
に
よ
る
生
涯
学
習
・
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
を
基
調
と
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
現
代
日
本
に
お
け
る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の

行
方
を
見
て
い
く
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
の
問
題
は
不
可
欠

の
考
察
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
を
考
察
す
る
目
的
は
、
そ
の
構
造
的
把
握
、

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
の
進
展
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け

る
権
利
・
公
共
性
と
の
関
連
、
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
に
設

定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
第
一
に
、
ス
ポ
ー
ツ
産

業
の
推
移
と
現
状
を
、
そ
の
背
景
を
含
め
て
描
き
出
す
こ
と
、
第

二
に
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
・
検
討
す
る

こ
と
、
そ
し
て
、
第
三
に
、
今
後
の
研
究
の
課
魑
を
抽
出
す
る
こ

と
、
を
行
っ
て
い
く
。

1

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
歴
史
と
現
状
～

へ
の
過
程

「
サ
ー
ビ
ス
化
」

　
ス
ポ
ー
ツ
産
業
そ
の
も
の
は
「
新
し
い
」
産
業
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

　
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
広
が
り
（
図
1
1

参
照
）
は
、
ま
さ
し
く
、
現
代
と
い
う
時
代
に
お
い
て
立
ち
現
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
項
で
は
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
隆
盛
に
至
る
ま
で
の

歴
史
的
推
移
と
現
状
の
特
徴
点
を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
初
発
と
展
開

　
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
構
矢
。
そ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
取
り
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

い
業
者
の
出
現
に
求
め
ら
れ
、
明
治
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
こ

の
時
期
に
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
成
立
を
う
な
が
し
た
動
因
を
探
る

と
き
、
近
代
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
受
容
と
い
う
社
会
的
過

程
の
考
察
を
抜
き
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
八
七
九
年
、
体
操
伝
習
所
（
文
部
省
）
の
設
立
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
を
は
さ
ん
で
、
欧
米
の
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん

に
日
本
に
移
入
さ
れ
、
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
次
の

二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
さ
れ
る
。

　
ひ
と
つ
は
、
主
に
、
中
学
以
上
の
学
校
を
母
体
に
、
当
初
の
御
雇

外
人
教
師
等
に
よ
る
紹
介
・
奨
励
か
ら
、
し
だ
い
に
課
外
活
動
や

学
校
行
事
の
な
か
に
定
着
し
て
い
き
、
一
八
八
O
年
代
以
降
に
は
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課
外
の
生
徒
団
体
で
あ
る
「
校
友
会
」
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
こ
の
組
織
を
基
礎
に
ス
ポ
ー
ツ
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
展
開
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

て
い
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
受
容
の
民
衆
的
基
盤
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
受
容
の
文
化

的
・
精
神
的
基
盤
に
、
武
遭
、
な
い
し
武
士
道
精
神
を
置
く
従
来

の
研
究
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ぜ
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
ス

ポ
ー
ツ
受
容
に
お
け
る
民
衆
的
な
文
化
的
・
精
神
的
基
盤
を
民
俗

的
競
技
の
伝
統
と
そ
の
近
代
的
展
開
の
な
か
に
見
い
だ
そ
う
と
す

　
　
　
　
＾
4
）

る
も
の
で
あ
る
。
長
野
県
小
県
郡
塩
尻
村
の
事
例
で
は
、
奉
納
相

撲
と
い
う
伝
統
行
事
を
基
盤
と
し
て
、
今
世
紀
を
迎
え
る
頃
か
ら
、

小
学
校
で
球
技
、
特
に
野
球
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
、
当
時
の

小
学
校
の
体
育
関
連
器
具
購
入
状
況
な
ど
の
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
経
験
が
、
続
く
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
こ
の
地
域
の

青
年
会
に
よ
る
連
合
運
動
会
、
自
主
的
野
球
チ
ー
ム
の
活
動
へ
と

結
び
つ
い
て
い
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
形
で
ス
ポ
ー
ツ
の
受
容
が
進
み
、
ス
ポ
ー
ツ
が
社

会
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
し
て
、
明
治
末
期

に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
国
産
化
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
製
造
業
や

販
売
業
の
成
立
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
八
年
に
軟
式
野
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球
ボ
ー
ル
の
開
発
が
京
都
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
国
産
用
品
の
開
発

が
進
め
ら
れ
、
大
正
末
期
に
は
、
運
動
具
製
造
販
売
組
合
も
結
成

さ
れ
た
。

　
ま
た
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
雑
誌
が
い
く
つ
も
創
刊
さ
れ

る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
業
の
成
立
が
あ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
産
業
の
領
域
の
広
が
り
も
見
せ
始
め
た
。

　
そ
の
後
、
戦
時
中
は
、
物
資
統
制
や
工
場
閉
鎖
、
戦
災
な
ど
の

た
め
に
沈
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
敗
戦
後
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業

は
、
再
ぴ
歩
み
を
始
め
た
。

　
焦
土
の
な
か
、
人
々
は
食
料
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
物
資
を
求

め
て
狂
奔
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
戦
後
の
混
乱
を
生
き
抜

い
て
い
く
た
め
に
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
う
し
た
物
資
難
の
時
代
で
あ
っ
て
も
、
自
由
の
雰

囲
気
を
吹
い
こ
ん
だ
大
衆
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
想
像
以
上
に
高
く
、

全
国
各
地
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
第
一
回
の
国
民
体
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

大
会
が
早
く
も
一
九
四
六
年
、
京
都
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
〃
フ
ジ
ヤ
マ
の
飛
魚
・
と
い
わ
れ
た
水
泳
の
古
橋
選
手
、

そ
し
て
、
プ
ロ
野
球
で
は
〃
川
上
の
赤
バ
ヅ
ト
、
大
下
の
青
バ
ー
ヅ

ト
・
な
ど
、
戦
後
を
代
表
す
る
ス
ポ
ー
ツ
ヒ
・
－
口
の
登
場
は
、
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

ポ
ー
ツ
に
対
す
る
人
々
の
関
心
を
嫌
が
上
に
も
高
め
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
〃
復
興
。
と
い
う
社
会
状
況
を
背
景
に
、

ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
の
復
活
・
創
業
が
お
こ
っ
た
。
ま
ず
、

一
九
〇
六
年
創
業
の
”
老
舗
”
美
津
濃
株
式
会
社
（
現
、
㈱
ミ
ズ

ノ
）
は
、
ユ
場
操
業
の
再
開
、
卸
・
小
売
業
の
再
開
な
ど
、
一
早

く
体
制
を
整
え
、
ま
た
、
四
九
年
に
は
鬼
塚
株
式
会
社
（
現
、
㈱

ア
シ
ヅ
ク
ス
）
が
創
業
し
、
や
や
遅
れ
て
、
五
八
年
に
、
㈱
石
本

商
店
（
現
、
㈱
デ
サ
ン
ト
）
が
ス
ポ
ー
ツ
・
ウ
ェ
ア
を
製
造
・
販

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ヱ

売
す
る
た
め
に
改
組
さ
れ
た
（
創
業
は
、
一
九
三
五
年
）
。

　
た
し
か
に
昭
和
二
〇
年
代
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
晶
、
例
え
ぱ
、

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
な
ど
は
、
一
般
的
に
は
〃
高
嶺
の
花
・
で
あ
っ
た

が
、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
た
昭
和
三
〇
年
代
を

迎
え
る
に
至
っ
て
、
新
た
な
展
開
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
経
済
復
興
と
と
も
に
、
「
豊
か
さ
」
の
シ
ン
ボ
ル
の
一

つ
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
と
ら
え
る
こ
と
（
ス
テ
イ
タ
ス
ス
ポ
ー

ツ
）
が
出
現
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
が
、
こ
の
究
極
の
姿
が
、

”
ミ
ヅ
チ
ー
・
ブ
ー
ム
”
に
よ
る
第
一
次
テ
ニ
ス
・
ブ
ー
ム
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
以
後
も
、
日
本
全
体
の
経
済
成
長
と
い
う
上
昇
機
運

に
も
の
っ
て
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ブ
ー

ム
が
起
こ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
浸
透
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
伸

長
を
う
な
が
し
た
。
そ
の
精
果
、
た
と
え
ぱ
、
一
九
六
一
年
一
〇
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月
に
は
、
㈱
美
津
濃
が
大
阪
証
券
取
引
所
市
場
第
二
部
に
株
式
上

場
を
果
た
し
た
。

　
さ
ら
に
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
の

開
催
は
、
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
関
心
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
筋
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
、
世
界

の
一
流
の
競
技
者
に
よ
る
最
高
の
ス
ポ
ー
ツ
「
芸
術
」
に
触
れ
た

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
社
会
体
制
・
国
家
、
民
族
、
宗
教
な
ど
の
あ

ら
ゆ
る
陣
壁
や
違
い
を
越
え
て
人
類
が
集
う
こ
と
が
、
ス
ポ
ー
ツ

と
い
う
文
化
を
通
し
て
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
目
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
）

あ
た
り
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
「
少

数
精
鋭
主
義
の
特
権
的
な
選
手
制
度
と
一
過
性
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

へ
の
愛
好
者
・
住
民
の
動
員
」
と
い
う
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ

る
構
造
の
も
っ
て
い
た
貧
困
さ
と
そ
の
矛
盾
が
、
特
に
、
諸
外
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

と
の
対
比
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

　
ま
た
、
六
〇
年
代
か
ら
起
こ
っ
た
「
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守

る
」
住
民
運
動
の
展
開
は
、
様
々
な
文
化
要
求
を
人
々
の
な
か
に

芽
生
え
さ
せ
た
が
、
そ
の
な
か
に
ス
ポ
ー
ツ
要
求
の
拡
大
を
見
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
杜
会
の
な
か
で
の
様
々
な
潮
流
が
重
な
り
合
っ
て
、

七
〇
年
代
を
迎
え
た
時
点
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
要
求
・
活
動
の

急
速
な
拡
大
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
市
場
を
さ
ら
に

拡
大
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
が
、
製
造
分
野
を
見
れ
ぱ
、
、
こ
く
気

軽
に
、
日
常
生
活
の
な
か
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る

人
々
が
増
加
し
た
と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
ス
キ

i
や
ゴ
ル
フ
用
品
と
い
っ
た
大
型
・
高
額
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
需
要

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ウ
ニ
ア
、
シ
ュ
ー
ズ
、
テ
ニ
ス
用
品
と
い
っ

た
、
よ
り
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
市
場
拡
大
が
み
ら
れ
た
。
そ

の
結
果
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
全
体
の
市
場
規
模
は
増
加
を
続
け
、
消

費
不
況
と
い
わ
れ
た
時
代
に
あ
っ
て
も
、
七
〇
年
代
を
通
じ
て
、

毎
年
、
ニ
ケ
タ
成
長
を
遂
げ
る
ほ
ど
に
好
調
で
あ
っ
た
。

②
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
現
在
～
「
サ
ー
ビ
ス
化
」
の
進
展

　
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
市
場
規
模
の
推
移
を
『
レ
ジ
ャ
ー
白
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

（
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
）
を
も
と
に
見
て
い
く
と
、
余
暇
市
場
全

体
の
な
か
で
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
シ
ェ
ア
は
、
二
・
六
％
（
一
九

六
五
）
、
四
・
○
％
（
七
〇
）
、
三
・
○
％
（
七
五
）
、
四
・
八
％

（
七
九
）
、
六
・
五
％
（
八
二
）
、
六
・
三
％
（
八
五
）
、
六
・
五
％

（
八
八
）
、
六
・
九
％
（
八
九
）
と
い
う
よ
う
に
、
七
〇
年
代
後
半

以
降
、
僅
か
づ
つ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
数
値
を
伸
ぱ
し
て
お
り
、

近
年
で
は
、
そ
の
成
長
率
は
、
他
の
部
門
（
「
趣
味
・
創
作
」
「
娯
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楽
L
「
観
光
・
行
楽
」
の
三
都
門
）
よ
り
も
高
い
数
値
を
示
し
て

い
る
（
対
前
年
度
比
一
一
・
六
％
増
、
全
体
平
均
は
八
・
一
％

増
）
。
市
場
規
模
を
見
て
も
、
全
体
と
し
て
四
兆
円
を
超
え
、
西

暦
二
〇
〇
〇
年
に
は
一
一
兆
円
市
場
、
関
連
分
野
も
含
め
れ
ぱ
三

〇
兆
円
市
場
に
成
長
す
る
と
も
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
分
野
別
構
成
比
（
図
1
2
参
照
）
を
見
る
と
、
ス
ポ
ー

ツ
産
業
に
お
け
る
製
造
分
野
は
、
八
○
年
代
を
迎
え
て
、
成
長
に

か
げ
り
を
見
せ
始
め
、
成
長
率
が
、
一
～
二
％
の
年
さ
え
見
ら
れ

国一2 スポーヅ産薬市場の分野別棚成比の推診
〕％（

蝸．9 50．4

刎．o 53．4

39．3 眺．工

2
．
7
2
．
固
2
．
6
2
．
o

37．4 田O．0

　↑1細用晟 　↑1向ト猷　　姑→棚興

1982

1985

ユ988

19S9

姑→棚興1向ト吻

　↑
1細用昂

『レジャー白哲90』　徐暇睨飛センター〕より伯或

る
ほ
ど
に
ま
で
落
ち
込
み
、
シ
ェ
ア
を
下
げ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

に
は
、
第
一
に
、
「
需
要
の
一
巡
」
「
市
場
の
成
熱
化
」
、
第
二
に
、

過
当
競
争
に
よ
る
需
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
第
三
に
、
無
秩
序
と

も
い
え
る
企
業
の
拡
大
路
線
に
対
し
て
の
消
費
者
離
れ
、
な
ど
が

要
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
が
、
八
○
年
代
以

降
、
拡
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
な
お
も
拡
大
す
る
と
の
予

測
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
・
特
に
、
ゴ
ル
フ
場
・
練
習
場
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
な
ど
の
伸
ぴ
は
顕
著
で
あ
り
、
今
や
ス
ポ
ー
ツ
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
〕

業
の
代
名
詞
と
す
ら
な
っ
た
感
が
強
い
。

　
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
展
開

は
、
七
〇
年
代
か
ら
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
が
、

そ
れ
は
、
第
一
次
・
第
二
次
オ
イ
ル
シ
目
ヅ
ク
の
時
期
を
は
さ
ん

で
、
重
厚
長
大
産
業
を
中
心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ー
ビ
ス
分
野
へ

の
参
入
が
活
発
化
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に

は
、
璽
厚
長
大
産
業
の
オ
イ
ル
シ
目
ヅ
ク
に
と
も
な
う
不
況
対
策

と
し
て
の
滅
量
経
営
、
有
休
地
利
用
、
余
剰
人
員
の
活
用
な
ど
の

意
図
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
以
降
、
九
〇
年
代
を
迎
え
た
今
日
に
至
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
領
域
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
へ
の
参
入
（
異
業
種
参
入
）
が
日
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£
）

常
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
フ
ィ
ヅ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
関
連
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
参
入
の
形
態
が
そ
の
大
半
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
一
九
八
六
年
以
降
、
全
国
で
年
間
二
〇
〇
力
所
以
上
も

の
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ま
さ
に
、
開
業
ラ
ッ
シ
ュ
の
様
相
を
呈

し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
八
○
年
代
を
は
さ
ん
で
、
企
業
の
文
化
戦
略
の
一
環

と
し
て
、
「
冠
大
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ヴ
ェ
ン

ト
ヘ
の
企
業
参
入
が
盛
ん
と
な
っ
た
こ
と
も
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

　
　
　
　
　
　
　
＾
呈

増
犬
の
動
因
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
分
野
の

増
大
、
あ
る
い
は
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
お
け
る
製
造
か
ら
サ
ー
ビ

ス
ヘ
の
重
心
移
動
、
が
現
代
的
特
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

云
）
る
。　

と
も
か
く
も
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
は
、
「
サ
ゾ
ビ
ス
化
」
を
軸
と

し
て
、
そ
の
マ
ス
と
し
て
の
拡
大
を
遂
げ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、

人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
を
資
欲
に
吸
収
し
、
ま
た
時
に
は
、
情
報

操
作
な
ど
に
よ
っ
て
人
々
の
欲
望
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

「
要
求
」
を
生
み
出
す
と
い
う
作
業
を
巧
み
に
行
い
な
が
ら
成
長

を
遂
げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
婆
が
か
い
ま
見
え
る
。

2
　
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
の
政
策
的
背
景

　
前
項
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
歴
史
的
推
移
と
現
状
の
特
徴
、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
生
み
出
す
基
盤
と
も
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
社

会
へ
の
浸
透
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
こ
の
項
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
進
展
を
促
進
し
た
要
因
を
、
も
う
ひ
と
つ
の
側

面
、
〃
政
策
に
よ
る
誘
導
。
と
い
う
面
か
ら
解
き
起
こ
し
て
い
く

こ
と
に
す
る
。

　
結
論
的
に
い
っ
て
し
ま
え
ぱ
、
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
隆
盛

は
、
多
分
に
政
策
誘
導
に
よ
る
市
場
創
出
に
負
う
面
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
具
体
的
に
、
産
業
の
た
め
の
”
舞
台
。
を
い
か
に
つ
く

り
上
げ
て
い
っ
た
か
、
そ
の
経
緯
の
概
略
は
次
の
よ
う
に
な
る
だ

ろ
う
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
に
関
係
す
る
政
策
提
言
と
し
て
は
、
産
業

構
造
審
議
会
余
暇
部
会
答
申
『
余
暇
総
覧
』
（
一
九
七
四
）
が
「
安

定
成
長
下
の
日
本
的
余
暇
の
方
向
」
を
示
し
た
こ
と
に
、
そ
の
前

段
階
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
よ
り
総
合
的
な
経
済
施
策
の

一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
の
推
進
が
政
策
日
程
に
上
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
七
〇
年
代
後
半
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
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そ
れ
は
、
「
社
会
サ
ー
ビ
ス
分
野
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
産

業
化
の
促
進
と
い
う
点
に
集
約
的
に
現
れ
て
い
る
。

　
社
会
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
充
実
の
必
要
性
は
、
「
第
三
次
全
国
総

合
開
発
計
画
」
に
お
け
る
定
住
構
想
や
首
都
機
能
分
散
政
策
、
及

ぴ
、
「
新
経
済
社
会
七
ケ
年
計
画
」
（
一
九
七
九
）
に
お
い
て
強
調

さ
れ
た
。

　
「
新
経
済
社
会
七
ケ
年
計
画
」
で
は
、
「
新
し
い
口
］
本
型
福
祉
社

会
」
の
実
現
へ
向
け
て
、
「
個
人
の
自
助
努
力
」
と
「
家
庭
お
よ

び
社
会
の
連
帯
」
の
必
要
性
を
説
き
、
産
業
構
造
の
転
換
を
睨
ん

だ
上
で
、
「
公
共
部
門
の
肥
大
化
が
経
済
の
非
効
率
を
も
た
ら
す
」

と
し
て
「
公
私
間
の
役
割
分
担
の
見
直
し
」
を
追
っ
た
。
そ
し
て
、

社
会
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
関
し
て
は
、
①
社
会
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
必

要
性
、
②
社
会
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
対
す
る
期
待
、
⑧
社
会
サ
ー
ビ

ス
の
新
し
い
供
給
体
制
の
必
要
性
、
④
新
規
産
業
と
し
て
の
社
会

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
可
能
性
、
を
論
じ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
政
策
の
「
原
型
的
構
想
の
典
型
の
一
つ
」
に
、

総
合
研
究
開
発
機
構
『
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
』
（
一
九
八
○
）

　
　
　
　
＾
∬
〕

が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
研
究
目
的
は
、
「
社
会
サ
ー
ピ
ス
に
関
す
る
需
要
は
、
急

速
な
増
大
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
は
、
公

共
部
門
を
中
心
と
し
て
提
供
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
民

間
活
カ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
L
と
い
う
認
識
の
も
と

「
”
分
散
型
社
会
へ
の
移
行
”
と
い
う
視
点
か
ら
地
方
都
市
に
お
い

て
産
業
と
し
て
成
立
す
る
た
め
の
方
策
、
問
題
な
ど
の
分
析
を
行

う
」
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
提
言
の
概
要
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

　
1
　
文
化
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
、
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
社

　
　
会
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
、
今
後
（
中
略
）
民
間
部
門
に
よ
り
供

　
　
給
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。

　
2
　
民
間
部
門
か
ら
の
供
給
を
期
待
す
る
場
合
、
公
的
部
門
と

　
　
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
た
上
で
、
計
画
・
建
設
段
階
か
ら
、

　
　
管
理
．
運
営
段
階
に
い
た
る
ま
で
、
相
互
の
緊
密
な
連
携
を

　
　
は
か
り
な
が
ら
一
体
的
か
つ
総
合
的
に
供
給
さ
れ
る
必
要
が

　
　
あ
る
。

　
3
　
民
間
部
門
に
よ
る
供
給
、
と
く
に
社
会
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

　
　
し
て
企
業
的
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
を
行
お
う
と
す
る
場

　
　
合

　
　
　
①
需
要
の
質
と
量
の
見
通
し
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と

　
　
　
②
事
業
の
公
共
・
社
会
福
祉
的
性
格
が
強
い
こ
と

　
　
⑧
受
益
者
負
担
の
導
入
な
ど
国
民
の
合
意
形
成
に
長
期
間
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を
要
す
る
こ
と

　
　
な
ど
、
現
段
階
で
は
、
事
業
環
境
の
制
約
は
大
き
く
、
事
業

　
　
の
成
立
基
盤
は
不
安
定
か
つ
脆
弱
で
あ
る
。
従
っ
て
、
新
規

　
　
産
業
と
し
て
育
成
し
幼
稚
産
業
性
を
払
し
ょ
く
し
う
る
ま
で

　
　
の
一
定
期
間
に
隈
り
、
政
策
的
な
助
成
措
置
を
必
要
と
す
る
。

　
4
　
特
に
、
分
散
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
的
プ
ロ
ジ

　
　
ェ
ク
ト
と
し
て
、
地
方
都
市
に
お
け
る
《
社
会
サ
ー
ピ
ス
産

　
　
業
》
の
確
立
を
図
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
ず
る

　
　
こ
と
を
提
言
す
る
。

　
　
　
①
社
会
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
民
間
活
用
を
行
う
こ
と
の
意

　
　
　
　
思
決
定
を
地
方
公
共
団
体
が
明
確
に
す
る
。

　
　
　
②
氏
間
の
企
画
カ
、
氏
間
の
創
意
・
工
夫
、
公
・
民
の
協

　
　
　
　
カ
体
制
を
図
る
。

　
　
　
③
政
策
金
融
の
活
用

　
　
　
④
包
括
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
、
略
）

　
こ
の
政
策
構
想
は
、
た
と
え
ぱ
、
国
土
庁
計
画
・
調
整
局
長
の

私
的
諮
間
機
関
で
あ
る
定
住
圏
構
想
基
本
問
題
研
究
会
社
会
的
サ

ー
ピ
ス
問
題
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
『
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
政

策
』
（
一
九
八
一
）
、
さ
ら
に
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

に
直
接
関
係
す
る
も
の
と
し
て
は
、
文
都
事
務
次
官
通
知
「
地
域

の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
」
（
一
九
八
三
）

な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
主
眼
は
、
社
会
サ
ー
ビ

ス
分
野
の
「
幼
稚
産
業
性
」
を
政
策
的
な
助
成
措
置
を
も
っ
て
克

服
し
、
新
規
産
業
と
し
て
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
「
公
民
役
割
の
見
直
し
」
や
「
民
間
活
カ
の
活
用
」

と
い
っ
た
言
葉
で
語
ら
れ
、
こ
れ
以
後
、
産
業
の
た
め
の
市
場
創

出
の
上
で
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
特
に
、
第
二
次
臨

調
「
行
革
」
と
そ
れ
に
よ
る
全
国
的
な
「
地
方
行
革
」
へ
の
波
及

を
通
し
て
現
実
化
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
政
策
構
想
は
、
ス
ポ
ー
ツ
（
社
会
体
育
）
を
含
め
た

社
会
教
育
の
領
域
で
は
、
ま
ず
、
「
民
間
委
託
」
と
い
う
形
を
と

っ
て
現
れ
た
。

　
全
国
的
な
状
況
を
見
れ
ぱ
、
一
九
七
六
年
、
財
団
法
人
北
九
州

市
教
育
文
化
事
業
団
（
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
．

運
営
委
託
）
、
一
九
八
一
年
、
財
団
法
人
京
都
市
社
会
教
育
振
興

財
団
（
中
央
図
書
館
、
杜
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
の
管
理
．
運
営

委
託
）
、
一
九
八
三
年
、
名
古
屋
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

団
（
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
・
運
営
委
託
、
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
6
〕

び
事
業
委
託
）
な
ど
の
設
立
と
「
民
間
委
託
」
の
進
行
が
あ
っ
た
。
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表一1東京都の区市部における体育・スポーツ施設の委託状況

委託形態 委　託　先 部分的運営委託内容　
内
容
地
区

　　1全面＝部分委託1委託　　！

財団
　　　i　　　　l　　　　；プール1教室＝一般≡その監　視＝指導＝公開1他　　　1　　　　1　　　　1

区　部
　
1
9
　
1
　
1
2
　
，

　1　　　l　　　lg161512

市町村部
　
’
3
　
1
　
3
0
　
1

　
1
6
　
1
　
＝

　　＝22　；　　O　　＝ 　　1　　l　　＝20161712　　－　　　　　1・・1・・1・・1・

合　計
　112　＝　42　＝ 　；13　；　1

　　；34　1　　0　　＝

金面委託及ぴ維持管理委託の開始年度は，昭和30年代が1地区，昭和40年代9
地区，昭和50年代19地区，昭和60年度以降では15地区となっている。
出典　東京都教百庁体育部体育課『束京都祉会体育総合調壷報告書』（1989、

さ
ら
に
一
九
八
五
年

に
は
、
東
京
都
教
育

振
興
財
団
の
設
立
が

あ
り
、
施
設
の
管

理
・
運
営
委
託
や
事

業
委
託
に
加
え
て
独

自
事
業
の
許
可
が
与

　
　
＾
g

え
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
全
国
的

な
「
民
間
委
託
」
の

実
態
の
進
行
状
況
を
、

東
京
都
の
区
市
部
に

つ
い
て
見
れ
ぱ
以
下

の
よ
・
つ
に
な
る
（
表

1
1
参
照
）
。

　
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
委
託
状
況
は
、

二
一
の
区
市
町
村
で

全
面
委
託
を
実
施
し

て
お
り
、
四
二
の
区

市
町
村
で
部
分
委
託
を
行
っ
て
い
る
。
部
分
委
託
に
つ
い
て
は
、

「
維
持
管
理
委
託
」
（
清
掃
葉
務
等
）
と
「
運
営
委
託
」
に
分
け
ら

れ
る
が
、
後
者
の
「
運
営
委
託
」
は
三
二
の
区
市
町
村
が
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
「
プ
ー
ル
監
視
」
が
大
半
を
占
め
て
い

る
が
、
近
年
に
な
っ
て
「
一
般
公
開
等
の
受
付
・
管
理
業
務
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

委
託
が
増
加
し
て
き
て
い
る
。

　
全
面
委
託
の
方
式
は
、
大
半
が
自
治
体
に
よ
る
全
額
出
資
の

「
公
社
方
式
」
に
よ
っ
て
い
る
が
、
な
か
に
は
「
公
設
民
営
方
式
」

と
い
わ
れ
る
、
行
政
職
員
は
建
物
の
管
理
の
み
に
従
事
し
、
企
画

立
案
・
運
営
は
民
間
業
者
に
一
切
委
託
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
現

　
　
　
　
3
）

れ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た
形
で
の
条
件
整
備
は
、
「
行
革
」

の
進
行
、
そ
し
て
地
価
高
騰
な
ど
の
影
響
も
あ
り
停
滞
し
て
い
る
。

　
巨
大
な
人
口
を
抱
え
る
東
京
、
そ
の
都
市
の
犬
き
さ
に
比
し
て

公
共
部
門
に
よ
る
条
件
整
備
は
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
あ
る
意
味
で

は
逆
行
し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
民
間
の
商
業
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
都
内
で
は
急
増

し
て
い
る
。
八
○
年
代
を
は
さ
ん
で
、
毎
年
三
〇
力
所
以
上
の
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
o
〕

業
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
の
特
徴
は
、
一
般
的
に
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
と
い
わ
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図一3 束京都における商菜スポーツクラプ施設のタイプ別構成比

出典：菓京都教育庁’体育都体育課

　　　『東京都における商築スポーツクラプ施設の実態醐査』 （ユ990〕

れ
る
施
設
が
、
五
八
・
四
％
、
二
三
区
内
に
隈
定
す
れ
ぱ
、
六

五
・
一
％
と
過
半
数
を
占
め
て
い
る
（
図
1
3
参
照
）
。
こ
れ
は
、

都
内
の
地
価
高
騰
と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
、
建
築
面
稜
と
利
益

効
率
の
関
係
で
、
大
規
模
な
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
経
営
上
不

可
能
で
あ
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
主
要
な
種

目
別
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
状
況
を
「
公
共
施
設
」
と
「
民
間
営

利
施
設
」
と
の
対
比
の
中
で
見
て
い
く
こ
と
で
歴
然
と
な
る
（
表

1
2
参
照
）
。
野
球
場
な
ど
「
も
っ
と
も
利
益
効
率
の
悪
い
」
施

設
は
、
民
間
に
よ
っ
て
は
ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
単
位

面
稜
あ
た
り
の
収
益
率
の
高
い
施
設
へ
と
集
中
し
て
い
る
。

　
以
上
、
東
京
都
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
め
ぐ
る
実
態
を
概
観
し
た

が
、
八
○
年
代
以
降
の
「
公
厨
の
役
割
分
担
」
や
「
民
活
」
を
基

調
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
”
成
果
。
が
も
っ
と
も
端
的
に
現
れ

て
い
る
東
京
の
ス
ポ
ー
ツ
の
姿
は
、
ど
こ
か
、
い
び
つ
な
形
で
と

っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

3
　
ス
ポ
ー
ツ
産
業
研
究
～
先
行
研
究
の
動
向

　
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
関
す
る
先
行
研
究
の
動
向
を
と
ら
え
よ
う
と

す
る
と
き
、
ま
ず
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
学
の
領
域
に
注
目
せ
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
学
の
他
の
研
究
テ
ー

マ
に
比
す
れ
ば
、
量
の
面
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
圧
倒
的
に
少
な

く
、
研
究
と
し
て
は
未
だ
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
＾
2
1
）

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業
化
の
進
行
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
拡

大
と
い
う
現
在
の
状
況
か
ら
す
る
な
ら
ぱ
、
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
産

業
研
究
は
活
発
化
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

404



●

〈93）　スポーツの産業化と生涯スポーツ

　
し
た
が
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
・

検
討
は
不
可
欠
の
作
業
と
な
っ
て
く
る
が
、
こ
の
項
で
は
、
ひ
と

ま
ず
先
行
研
究
に
見
る
傾
向
や
特
徴
を
い
く
つ
か
の
点
に
ま
と
め

る
作
業
を
行
っ
て
い
く
（
表
1
3
参
照
）
。

　
ま
ず
第
一
に
、
七
〇
年
代
を
迎
え
て
か
ら
以
降
、
よ
う
や
く
ス

ポ
ー
ツ
産
業
が
研
究
対
象
と
し
て
意
識
さ
れ
は
じ
め
、
徐
々
に
研

究
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
当
初
は
、
量
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
数
少
な

表一2　東京都における主要趣目別施設の設置状況

公共施設 民間営利施設

隆 上 競 技 場 35 0
野球・ソフトボール場 342 6
球 技 場 43 1
運 動 広 場 568 1

体 育 館 245 20

テニス場（屋外） 178 213

プ 一 ル（屋外） 140 39

プ 一 ル（屋内） 45 106

ゴ ノレ フ 場 0 48

ゴ 1レ フ 練習 場 0 386

文部省体育局『我が国の体育・スポーツ施設』
（198ア）よりf戸成

く
、
ま
た
、

ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
と

ら
え
方
、

あ
る
い
は
、

ス
イ
ミ
ン

ク
ク
ラ
フ

な
ど
の
施

設
や
そ
の

運
営
実
態

な
ど
の
単

な
る
事
例
紹
介
に
と
ど
ま
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
が
、
ス
ポ
ー

ツ
産
業
の
進
行
と
い
う
現
実
の
動
き
と
と
も
に
、
研
究
と
し
て
の

展
開
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
現
在
の
学
会
発

表
に
つ
い
て
見
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
産
葉
を
対
象
と
し
た
も
の
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
第
二
に
、
公
共
都
門
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
産
業

と
の
関
係
に
つ
い
て
の
と
ら
え
方
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。　

研
究
が
展
開
さ
れ
は
じ
め
た
七
〇
年
代
前
半
の
時
期
に
は
、
ス

ポ
ー
ツ
要
求
の
増
大
、
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
高
揚
と
い
う
社
会
状
況

を
反
映
し
て
か
、
公
共
都
門
に
よ
る
条
件
整
備
と
い
う
点
を
ど
の

論
者
に
お
い
て
も
ひ
と
ま
ず
は
自
明
の
前
提
と
し
て
（
あ
る
い
は
、

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
役
割
や
功
罪
を
論

ず
る
と
い
う
形
が
と
ら
れ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
八
○
年
代
以
降
、
前
項
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け
る
「
公
」
か
ら
「
民
」
へ
の
重
心
移
動
と
い

う
状
況
が
、
そ
の
ま
ま
研
究
の
論
調
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
公
共

部
門
に
よ
る
条
件
整
備
と
い
う
点
を
捨
象
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業

を
推
進
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
る
1
な

か
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
プ
ラ
ス
面
の
み
を
取
り
上
げ
て
論
じ
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曼毫・一3 スボーツ産難に関する塑要諭文11965隼嚇
番号 発右準月 著　者 表　　　　　魎 掲載魯・雑誌
ユ 1970．7 日本異螂

僧用銀行
rレジヤー艦潮G固鞭嚇徽池

2 1師1，6 瑚田正夫
3 1帥2．6 蔽荻眉易

日本における〃ミ，吻ラフの燃と膣豚点

レジヤー産瑛の巽像と虚鰹
雑誌A

4 珊囮鏑弘 レクリエーションの動向と窃騒
雑誌B

”
〃

5 ユ卯2．3 竹之下休蔵 間い直される祉会体育 ”

眉 ” 秘萩眉男 健成睦莱の現状と翻翅 ”

7 ” 波多野勲 民閲スポーツクラプの閥魎点 ”

8 1972．諏5 珊田端弘 丁スポーツ閉琵」政策・批判ω・121 ”

9 工9刑．7 醐咲眉男 レジャー一縦とスボーツ ”

10 ” 滋沼克彰 鰯康藤莱とスポーツ ”

1I ” 野々富倣 スボーツ‘クラプの現状と綴亟 ”

12 皿 門脇厨到 余暇開発とスポーツ ”

13 ” 福士昌寿 国民生活とスポーツ・レクリエーション ”

工4 1胴．u 松田錐泰 国辰総幽変｛GNH〕ピジ…1ン ”

一5 1馴一．工i 重深匝臣 スポーツコマーシヤリズム
16 1㎝8．6 林裕三 スイミングクラプの経営

『国民スポーヅ文他伏修蝕轡店）

17 1睨9 佐伯聰夫 『スポーツとコマーシャリズム』に関する
維詰B

三本松正敏 社鐵棚究視点について
r体育・スポーツ祉会学腕第8巻

工巴 棚O．10 松田義幸 rレジヤー産絢煉律織噺報樹
随称翻勧

斎藤精」郎
” 1鯛3．1 伊雌商弘 簡粟圭義のスボーツ“優略II
20 攻俊機

雑艶B
” テニス・プrムから安勉般へ 〃

2I ユ脳．4 ’」・椋惚 スポーツと経涛
22 字土iI…彦 繭薬的スポーツ施般における

『スボ’ツ社会挙の麹壷理論』　（不嫌窒蝸
〃

柳択和雌 経営唖蝿1に凹する研究
鵬 i脳．5 布施善寛

r体育経謝醐陳］第1号
レジャーの爾品化とスポーツ

24 山本峻久
昭…代祉会とスポーツ』　（不蛛堂出廠〕

”

酉 …沐松正敏
アスレティック・クラプと指導者像

ユ脳。6 スポーツと商継睦
雑誌A

！5

近藤衛 スポーツ座薬の貌状と問麺
『魏代スボーツの社会勃　（不蛛箆出胴

血 〃

η 1脳．8 塩沢茂 rスポーツ・ビジネス』（R醐
姻 1醐．11 塩沢狡
鴉 1肥5，1 壇択筏

『鰯面のイペント戦鴎』　（PHP研究醐スポーツ・ピジネスの塒代

30 1鯛5．4 山下秋二 スポーツ・マーケティンク畿の展開
雑誰B

31 1肥6、ユ 白石嘉宏 21世紀のレジャーとスポーツ
r体育経営挙研究』第2号

重深直臣
雌誌B32 工鎚6．3 貌代日本のスポーツ楠遺

33 19B7．1 原田宗彦 醐冊二おける栓会体育指薄者の麹茂
『スポ’ツの自曲と現代』上巻｛背ホ聾瘤〕

説 原囲宗彦
増鐵A

i98一．6 スポーツ・マーケットに関する研究 ”

菊池秀夫
鯛 i鯛7．io 中脇恭平

禰1理孝繍
民燧1テ：砂ラフの一吋チ〃熾略に閥する棚究

36 19百7．12 職簗としてのスポーツ指導者鈴
r体育経當拳研勉第4号

37 谷口源太郎 『冠スボーツの内蜘　（日本経沸號囲挫〕
雛誌B

珊囲．2

珊 ］螂．4 福岡孝純 『スボーツ・ピジネス』　〔田本緩沸夢閥社）
39 1醐．6 箭々力賢冶 「健康ブーム」とスポーツ

柵 中村敏雄 スボーツと「カネ』
r魏代スボーツ鋤伏修鰯擁〕

〃 ”

仙 1醐．10 桜ホ佑次 爾梁スポーツ施般の経暫
42 繊沼克彰 餓］蝋としてのスポーツクラプの発腰挫

r熔育・スポーツ経誰翔晩』第4号
” 雛誌B

柵 ” 晋水高 越康・体カっくりの助向とみんなのスボーツ ”

蝸 ” 上柿和生 リゾート磐術法の施行とその影響 ”

蝸 醐9．6 谷口源太郎 スポーツビジネスの戦瀦 ”

珊 1鯛9．工O 山下高行 『スポーツの産螂■に関する研究ノート
07 比佐仁 ビジネスとしてのスボーツ

立㈱人洲孝項万菊折『｛果便巨・腕肝珠』6一
”

原囲宗彦 スボーツクラプの内側
鰭瞳B

蝸 π 〃

珊 π 稲垣正浩 スポーツ産菜の変……≡
50 中山裕冠 スポーツ産薬界の易猷と将来

雑誌A
” 〃

51 π 松囲毅奉 スボーツ．マーケティングの鰍o概点スボーツ・レクリエーシ亘ンの経済学
”

52 ” 原固宗彦 ”

53 π 濱野吉生 スポーヅ慶繁の澁挙 〃

黎 1990、ユ 未下秀明 噺鵬代の体育・スポーツ 瑞鵠B
弱 ” 松困鍵奉 スポーツ産莱のゆくえについて恩う ”

肪 ” 原田宗彦 90隼代の企乗フィットネス ”

57 i990 漁額吉邦 「生涯スボーツ輸』萄1一

珊 1鯛O．5 功刀俊雄 スポーツ産業と大衆スポーツの歩み
『中鱗傑健腕祠研繍璽』鋤8号
雑務C

靱 ” 尾崎正雌 スポーツの商漿化カ亀たらすもの ”

60 1990．9 大西広 スポーツ酸簗自立化の歴史的条件にっいて 『体育・スボーツ解翰』第4号
61 1990．1O 松囲溢幸 逝産省スポーツ塵鐵研究金にっいて 雛誰B
喧2 ” 大野晃 民活主導のスポーツ振興に異誰あり ”

控ユ．蜥本には、二重カッコを付した．

注2．略寄＝雄諸A＝日本体育掌会繕『繍の稗挙』，雑蜷B＝『㈱』　伐修蝕翻吉）、雑詰C＝『スポーツのひろ1刻
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（95）　スポーツの産業化と生涯スポーツ

る
無
批
判
的
な
推
進
（
礼
賛
）
論
ま
で
現
れ
て
き
て
い
る
1
。

　
第
三
に
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
批
判
的
検
討
を
行
っ
て
い
る
研
究

が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

目
を
向
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
ず
、
前
述
の
『
余
暇
総
覧
』
を
主
た
る
対
象
と
し
て
「
ス
ポ

ー
ツ
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
」
の
問
趨
性
の
分
析
を
行
っ
た
草
深

（
表
1
3
番
号
∬
）
の
先
駆
的
研
究
が
あ
る
。
そ
の
後
、
伊
藤

（
1
9
）
、
草
深
、
（
3
2
）
、
山
下
（
4
6
）
な
ど
が
、
そ
の
政
策
的
な
背

景
を
含
め
て
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
展
開
を
構
造
的
に
把
握
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
批
判
的
検
討
を
試
み
る
研
究
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
、
数
と
し
て
は
少
な
い
が
、
そ
の
論
旨
の
な
か
に
は
、
今
後
と

も
検
討
に
付
さ
れ
る
べ
き
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

小
括

　
前
項
に
整
理
し
て
あ
げ
た
よ
う
な
先
行
研
究
の
成
果
に
学
ぴ
つ

つ
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
推
移
と
現
状
を
述
べ
て
き
た
が
、
最
後
に
、

今
後
の
研
究
の
課
魑
に
つ
い
て
、
若
干
の
視
点
を
述
べ
て
い
く
。

　
こ
れ
ま
で
の
論
述
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
現
在
の
よ
う
な
拡

大
は
、
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
要
求
・
活
動
の
増
大
と
い
う
側
面
と
、

資
本
や
政
策
に
よ
る
産
業
化
の
推
進
と
い
う
側
面
と
が
結
ぴ
つ
く

こ
と
に
よ
ウ
て
現
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
回
は
、
よ
り
後
者
の
繭
に
つ
い
て
の
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
、

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
な
研
究
目
的
に
即
す
る
な
ら
ば
、
前
者
に
つ

い
て
の
分
析
も
深
く
行
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、

権
利
の
「
主
体
」
た
る
個
々
人
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
ま
で
降
り
立

っ
た
研
究
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
人
々
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

と
ス
ポ
ー
ツ
産
業
が
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
が

明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
「
生
活
の
社
会
化
」
が
進
行
し
て
き
て
い
る
現
在
、
人
々
の

「
生
活
」
、
そ
し
て
、
そ
の
な
か
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
様
を

実
態
に
即
し
て
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
時
と
し
て
、
バ
ラ
色
に
語
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
産
業

化
の
も
っ
て
い
る
矛
盾
を
、
現
実
の
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
戦
後
社
会
体
育
政
策
の
生
成
と
展
開
」
（
一
橋
大
学
大

　
　
学
院
博
士
課
程
単
位
修
得
論
文
）
　
一
九
八
八
・
一
。

　
（
2
）
　
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
五
月
、
東
京
本
郷
に
運
動
具
店
美

　
　
満
津
商
店
が
開
業
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
新
版
　
近
代

　
　
体
育
ス
ポ
ー
ツ
年
表
』
、
犬
修
館
暫
店
、
一
九
八
六
。

　
（
3
）
　
坂
上
康
博
「
目
本
近
代
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
受
容
と
展
開
」
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『
ス
ポ
ー
ツ
の
自
由
と
現
代
』
下
巻
、
青
木
書
店
、
一
九
八
六
。

（
4
）
　
高
津
勝
「
ス
ポ
ー
ツ
の
地
域
的
形
成
」
『
一
橘
大
挙
研
究
年
報
～

　
人
文
科
挙
研
究
』
第
二
三
号
、
一
九
八
四
・
六
。

（
5
）
　
前
掲
（
1
）
。
拙
稿
「
社
会
体
育
の
『
住
民
自
治
』
へ
の
摸
索
」

　
（
一
橋
犬
学
犬
挙
院
修
士
諭
文
）
　
一
九
八
五
・
一
。
内
海
和
雄
「
『
ス

　
ポ
ー
ツ
塞
本
法
』
の
研
究
（
1
）
」
『
一
橋
大
学
研
究
年
報
～
自
然
科

　
挙
研
究
』
第
二
七
号
、
一
九
九
〇
・
八
。

（
6
）
　
『
「
文
嚢
泰
秋
」
に
み
る
ス
ポ
ー
ツ
昭
和
史
』
第
一
巻
、
文
塾
蕃

　
秋
、
一
九
八
八
。

（
7
）
　
財
団
法
人
流
通
シ
ス
テ
ム
開
発
セ
ン
タ
ー
『
ス
ポ
ー
ツ
用
品
流

　
通
の
実
態
』
、
一
九
八
三
。

（
8
）
　
N
H
K
放
送
世
論
調
査
所
『
東
京
オ
リ
ン
ビ
ソ
ク
』
、
一
九
六

　
七
。

　
ま
た
・
こ
こ
で
は
、
テ
レ
ピ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ァ
を
通
し
て
の
人

　
人
の
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
形
成
と
い
う
論
点
も
提
起
し
て
い
る
。

（
9
）
　
高
津
勝
「
東
京
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
以
降
の
圓
本
の
ス
ポ
ー
ツ
動
向

　
（
上
）
」
『
ス
ポ
ー
ツ
の
ひ
ろ
ば
』
一
九
八
九
年
一
一
月
号
、
新
日
本

　
体
育
連
盟
金
国
連
盟
。

（
1
0
）
　
日
本
標
準
産
業
分
類
に
は
「
ス
ポ
ー
ツ
産
業
」
と
し
て
ま
と
ま

　
っ
た
項
は
な
く
、
小
分
類
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
業
種
（
中
分
類
）

　
に
分
か
れ
て
現
れ
て
く
る
程
度
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
産

　
業
に
関
す
る
資
料
統
計
の
算
出
方
法
な
ど
に
未
確
立
な
点
が
多
い
。

　
そ
う
し
た
問
魑
点
を
お
さ
え
つ
つ
、
本
稿
で
は
、
そ
の
な
か
で
も
現

　
段
階
で
、
比
較
的
年
次
推
移
を
追
う
こ
と
の
で
き
る
『
レ
ジ
ャ
ー
白

　
暫
』
（
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
）
の
統
計
資
料
を
圭
に
用
い
て
い
く
。

　
な
お
、
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
新
し
い
産
業
分
類
案
が
提
案
さ
れ

　
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
『
ソ
フ
ト
化
時
代
に
お
け
る
経
済
統
計
の
課

　
魑
』
（
ソ
フ
ト
ミ
ツ
ク
ス
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
会
報
告
暫
一
）
、

　
一
九
八
五
。

（
u
）
　
『
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
実
態
調
査
と
事
業
化
計
画
資
料
集
』
、
綜

　
合
ユ
ニ
コ
ム
、
一
九
八
九
。

（
1
2
）
　
拙
稿
「
ス
ポ
ー
ツ
の
商
業
化
の
も
た
ら
す
も
の
」
『
ス
ポ
ー
ツ

　
の
ひ
ろ
ぱ
』
一
九
九
〇
年
五
月
号
。

（
1
3
）
　
『
現
代
企
業
文
化
戦
賂
症
候
群
』
、
宣
伝
会
議
、
一
九
八
四
。

（
1
4
）
　
こ
う
し
た
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
サ
ー
ピ
ス
化
の
背
景
に
、
経
済
の

　
サ
ー
ピ
ス
化
が
あ
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
が
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
生
産
構
造
や
就
業
構
造
、
さ
ら
に
は
貿
易
構
造
に
至
る
ま
で
の
経
済

　
の
サ
ー
ピ
ス
化
に
対
す
る
対
応
は
各
方
面
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、

　
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
は
、
一
九
八
三
年
、
犬
蔵
省
の
研
究
委
託

　
を
受
け
た
構
造
変
化
研
究
会
報
告
書
『
ソ
フ
ト
ノ
ミ
ッ
ク
ス
』
と
そ

　
れ
に
続
け
て
三
九
の
チ
ー
ム
に
組
織
さ
れ
た
「
ソ
フ
ト
ノ
、
ミ
ソ
ク

　
ス
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
究
」
が
あ
る
。

　
二
一
世
紀
に
向
け
て
、
こ
の
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
は
さ
ら
に
進
展
す

　
る
と
、
官
民
の
各
機
関
が
予
測
し
て
い
る
。
経
済
企
画
庁
総
合
計
画

　
局
『
二
一
世
紀
へ
の
基
本
戦
略
』
、
一
九
八
七
。
通
商
産
業
省
産
業

　
政
策
局
『
進
む
構
造
調
整
と
産
業
構
造
の
展
望
』
、
一
九
八
八
。
日

　
本
経
済
セ
ン
タ
ー
『
二
〇
〇
〇
年
の
産
業
構
造
』
、
一
九
八
七
、
な

　
ど
o
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（
1
5
）
　
姉
崎
洋
一
「
生
涯
挙
習
振
興
整
傭
法
と
民
間
事
業
者
・
民
営
化

　
間
魑
」
『
生
涯
学
習
政
策
と
民
間
の
教
育
文
化
事
業
』
、
社
会
教
育
推

　
進
全
国
協
議
会
、
一
九
九
〇
。

（
1
6
）
　
社
会
教
育
推
進
金
国
協
議
会
『
社
会
教
育
再
編
「
合
理
化
」
と

　
振
興
事
業
団
問
題
』
、
一
九
八
三
。

（
〃
）
　
都
職
労
教
育
庁
支
部
『
教
育
施
設
の
民
間
委
託
反
対
闘
争
の
総

　
括
』
、
一
九
八
七
。

（
1
8
）
　
東
京
都
教
育
庁
体
育
部
体
育
課
『
東
京
都
社
会
体
育
総
合
調
査

　
報
告
書
』
、
　
一
九
八
九
。

（
1
9
）
　
内
海
和
雄
『
ス
ポ
ー
ツ
の
公
共
性
と
主
体
形
成
』
、
不
味
堂
出

　
版
、
一
九
八
九
、
一
五
一
～
一
六
一
員
。

（
2
0
）
　
東
京
都
教
百
庁
体
育
都
体
育
課
『
東
京
都
に
お
け
る
商
業
ス
ポ

　
ー
ツ
ク
ラ
ブ
施
設
の
実
態
調
査
』
一
九
九
〇
。

（
2
1
）
　
あ
る
意
味
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
の
領
域
に
ス
ポ
ー
ツ

　
産
業
に
関
す
る
資
料
的
蓄
檀
が
あ
り
、
本
稿
執
筆
に
お
い
て
も
参
考

　
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
《
参
考

　
文
猷
吊
を
参
照
さ
れ
た
い
。

《
参
考
文
猷
彰
（
本
文
・
注
で
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
も
の
）

＊
　
『
日
本
ス
ポ
ー
ツ
産
業
年
鑑
八
三
』
、
綜
合
ユ
ニ
コ
ム
、
一
九
八
二
。

＊
　
『
西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
労
働
と
余
暇
』
、
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
、
一

　
九
八
五
。

＊
　
経
済
企
画
庁
国
民
生
活
局
『
生
涯
レ
ジ
ャ
ー
学
習
』
、
一
九
八
七
。

＊
　
通
商
産
業
省
サ
ー
ピ
ス
産
業
窒
繍
『
ス
ポ
ー
ツ
市
場
最
前
線
』
、

　
綜
合
ユ
ニ
コ
ム
、
一
九
八
八
。

＊
　
一
橋
犬
学
体
育
共
同
研
究
室
『
研
究
年
報
一
九
九
〇
～
大
企
業
の

　
ス
ポ
ー
ツ
参
入
と
ス
ポ
ー
ツ
運
馳
の
理
論
』
、
一
九
九
〇
。

＊
　
『
月
刊
レ
ジ
ャ
ー
産
業
賞
料
』
、
綜
合
ユ
ニ
コ
ム
。

＊
　
『
月
刊
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ジ
ネ
ス
』
　
（
『
月
刊
バ
ー
ス
バ
イ
ァ
』
か
ら
改

　
称
）
、
ス
ポ
ー
ツ
ピ
ジ
ネ
ス
研
究
所
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

＊
　
『
月
刊
ロ
ア
ジ
ー
ル
』
、
余
暇
開
発
セ
ン
タ
ー
。

＊
　
『
月
刊
フ
ィ
ソ
ト
ネ
ス
ラ
イ
フ
』
、
㈱
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ラ
イ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
犬
挙
講
師
）
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